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江
戸
時
代
の
村
に
つ
い
て
、
そ
の
他
律
性
を
強
調
す
る
見
解
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
と
は
逆
に
自
律
性
を
強
調
す
る
見
解
が
存
在
す
る
。
前
者
の
視
点
に
立
つ
水
林
彪
氏
は
、
江
戸
時
代
の
村
は
領
主
権
力
を
代
執
行
す
る
支
配
請
負
組
織
と
し
て
の
側
面
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
側
面
が
強
化
（１）
さ
れ
た
こ
と
に
、
幕
藩
体
制
下
の
村
の
特
徴
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
村
が
村
請
事
務
を
担
う
末
端
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
水
本
邦
彦
氏
は
、
村
請
制
は
村
請
事
務
を
請
け
負
う
村
の
側
に
能
動
性
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
成
立
し
え
た
と
し
て
、
村
の
、
律
性
を
強
（２）
洲
さ
れ
て
い
る
。
氏
は
、
村
の
自
律
性
を
示
す
に
あ
た
っ
て
、
一
七
世
紀
の
村
に
お
け
る
村
惣
中
の
機
能
に
着
目
し
、
そ
れ
を
以
下
の
よ
う
に
評
価
す
る
。
百
姓
は
彼
ら
の
生
活
・
生
産
が
一
定
程
度
保
障
さ
れ
る
た
め
に
村
惣
中
に
帰
属
し
て
い
た
。
村
惣
中
は
百
姓
に
と
っ
て
自
立
し
た
公
的
機
関
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
国
家
に
と
っ
て
の
村
惣
中
は
、
統
治
を
可
法
政
史
学
第
六
十
号
江
戸
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前
・
中
期
の
入
会
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と
地
域
秩
序
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は
じ
め
に
ｌ
武
蔵
国
豊
島
郡
峡
田
領
「
赤
塚
郷
六
か
村
」
の
自
治
と
徳
丸
原
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
能
と
す
る
た
め
に
依
拠
す
る
機
能
を
有
し
た
組
織
で
あ
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
一
七
世
紀
の
国
家
と
村
は
構
造
的
に
村
惣
中
の
機
能
を
媒
介
と
し
て
、
両
者
が
も
た
れ
あ
っ
た
相
亙
依
存
の
関
係
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
両
者
の
見
解
は
、
一
見
す
る
と
対
立
関
係
に
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
共
同
体
の
自
律
の
度
合
い
の
問
題
で
あ
り
、
い
わ
ば
捉
え
方
の
Ⅲ
題
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
国
家
と
村
の
関
係
Ⅱ
相
互
依
存
の
関
係
を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
れ
で
は
村
の
他
律
性
の
強
調
か
自
律
性
の
強
調
か
を
決
す
る
の
は
、
捉
え
方
の
問
題
と
な
っ
て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
い
い
か
え
れ
ば
、
両
者
の
見
解
は
そ
れ
ぞ
れ
肯
首
し
う
る
も
の
と
も
い
え
よ
う
。
で
は
、
こ
の
両
者
の
見
解
の
両
側
伽
を
組
み
込
ん
だ
形
で
の
村
の
像
を
ど
う
描
い
た
ら
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
地
域
社
会
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ
を
自
治
の
視
点
か
ら
捉
え
、
そ
こ
で
地
域
の
構
成
要
素
た
る
村
が
ど
う
位
置
づ
く
の
か
を
考
察
し
て
い
く
。
支
配
の
末
端
組
織
的
な
要
素
と
自
治
の
主
体
と
し
て
の
要
素
の
向
伽
を
も
っ
た
江
戸
時
代
の
村
が
、
江
戸
時
代
の
地
域
社
会
の
有
す
る
、
治
の
機
能
に
お
い
て
、
ど
う
い
っ
た
役
割
を
果
た
し
た
の
か
の
分
析
で
あ
る
。
若
曽
根
了
大
八
二
Hosei University Repository
地
域
の
視
点
か
ら
村
を
捉
え
返
す
こ
と
に
よ
り
、
支
配
の
末
端
組
織
的
性
格
と
自
治
的
性
格
の
両
面
を
組
み
込
ん
だ
村
の
新
た
な
位
置
づ
け
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
村
を
越
え
た
地
域
社
会
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の
形
成
の
契
機
を
村
々
の
入
会
地
利
用
に
お
く
。
深
谷
克
己
氏
は
、
山
野
の
（３）
共同的所持が百姓の社会的結△口を支慶えるとしており、その指摘に
基
づ
き
近
年
で
は
、
大
塚
英
二
氏
が
入
会
地
の
問
題
に
地
域
論
と
し
て
ア
ブ
（４）
ロ
ー
チ
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
山
野
を
め
ぐ
る
分
析
は
、
地
域
社
会
の
問
題
の
考
察
に
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
自
治
の
視
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
地
域
社
会
の
有
す
る
自
治
を
、
地
域
内
の
一
定
の
空
間
に
つ
い
て
の
地
域
住
民
の
認
識
を
基
に
、
地
域
住
民
の
意
識
が
反
映
さ
れ
、
新
た
な
秩
序
が
主
体
的
に
形
成
さ
れ
て
い
く
状
態
に
見
出
さ
れ
る
と
定
義
づ
け
る
。
つ
ま
り
、
入
会
地
を
め
ぐ
る
地
域
の
秩
序
形
成
が
、
地
域
住
民
の
意
識
を
も
と
に
し
て
い
た
こ
と
を
、
地
域
の
自
治
と
し
て
捉
え
て
い
く
の
で
あ
る
。
対
象
地
域
は
、
荒
川
下
流
域
の
右
岸
に
位
置
す
る
秣
場
Ⅱ
徳
丸
原
と
、
そ
れ
を
入
会
利
用
す
る
武
蔵
国
豊
島
郡
峡
川
領
上
赤
塚
村
・
下
赤
塚
村
・
成
増
村
・
徳
丸
本
村
・
徳
丸
脇
村
・
囚
シ
葉
村
の
六
か
村
（
現
東
京
都
板
橋
区
赤
塚・徳丸）とする。
こ
の
地
域
の
研
究
と
し
て
、
近
年
小
暮
正
利
氏
が
、
元
禄
期
以
降
の
徳
丸
原
開
発
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
る
幕
府
と
村
々
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
を
描
い
て
（５）
い
る
。
そ
こ
で
氏
は
、
村
々
に
と
っ
て
秣
は
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
開
発
に
反
対
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
確
か
に
肯
首
し
う
る
。
村
の
住
民
達
は
、
徳
丸
原
の
秣
を
田
畑
の
苅
敷
と
し
て
使
用
し
て
江
戸
時
代
前
・
中
期
の
入
会
地
と
地
域
秩
序
（
若
曽
根
）
い
た
。
当
時
苅
敷
は
田
畑
の
生
産
力
の
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
よ
っ
て
秣
が
使
え
な
く
な
る
こ
と
は
、
生
産
活
動
を
行
う
上
で
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
村
々
は
、
秣
場
開
発
に
反
対
し
た
と
い
え
る
。
で
は
、
氏
の
描
い
た
地
域
に
よ
る
徳
丸
原
開
発
の
反
対
運
動
は
、
地
域
の
歴
史
的
流
れ
の
中
に
ど
う
位
置
づ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
い
か
え
れ
ば
、
地
域
が
歴
史
的
に
形
成
し
て
き
た
入
会
地
を
め
ぐ
る
秩
序
に
お
い
て
、
元
禄
期
の
地
域
に
よ
る
土
地
開
発
の
反
対
運
動
は
、
ど
う
い
っ
た
意
味
を
も
ち
、
そ
し
て
そ
の
後
の
地
域
の
秩
序
に
ど
う
い
っ
た
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
か。以
上
の
よ
う
な
問
題
関
心
を
も
っ
て
、
本
稿
で
は
以
下
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
。
第
一
節
に
お
い
て
は
、
対
象
と
な
る
六
か
村
の
概
況
と
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
を
示
し
て
い
く
。
第
二
節
で
は
、
徳
丸
原
の
利
用
に
お
け
る
慣
習
の
変
化
の
契
機
と
な
る
元
禄
期
を
対
象
と
し
、
具
体
的
な
慣
習
変
化
と
そ
れ
に
伴
う
地
域
住
民
の
意
識
の
変
化
を
捉
え
る
。
そ
し
て
第
三
節
で
は
、
地
域
住
民
の
意
識
が
ど
う
反
映
さ
れ
て
、
徳
丸
原
を
め
ぐ
る
新
た
な
地
域
の
秩
序
が
形
成
さ
れ
た
の
か
を
示
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
１
赤
塚
郷
に
つ
い
て
徳
丸
原
の
秣
場
を
入
会
利
用
す
る
武
蔵
国
豊
島
郡
峡
田
領
の
上
赤
塚
村
・
下
赤
塚
村
・
成
増
村
・
徳
丸
本
村
・
脇
付
・
囚
シ
葉
村
の
六
か
村
は
、
図
１
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
江
戸
の
北
西
に
位
置
し
て
い
る
。
江
戸
か
ら
の
距
離
は
四
里
程
で
、
北
は
荒
川
、
南
は
川
越
街
道
、
西
は
白
子
川
、
東
は
前
谷
津
中
。
近
世
移
行
期
の
赤
塚
郷
六
か
村
八
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く
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図
１
江
戸
と
赤
塚
郷
六
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村
蕊
＝
＝
河
川
…
…
街
道
Ｅ二．赤塚郷
力、村
、
／
ＰＯ
町
、
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川
に
は
さ
ま
れ
た
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
北
に
接
す
る
荒
川
は
豊
島
郡
と
足
立
郡
、
西
の
白
子
川
は
豊
島
郡
と
新
羅
（
新
座
）
郡
と
の
境
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
南
の
川
越
街
道
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
下
練
馬
村
、
江
戸
時
代
以
前
に
お
い
て
は
練
馬
郷
と
の
境
で
あ
（６）
った。東の前谷津川は、江一戸時代は西台村、江一戸時代以前におい
（７）
て
は
志
村
庄
と
の
境
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
こ
の
地
域
は
、
江
一
Ｐ
時
代
以
前
か
ら
一
定
の
地
域
的
枠
組
み
が
確
定
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
（８）
「新編武蔵風土記稿」の成増村の項によれば、「成増村ハ、一元赤
塚村ノ内ナリ、後分村シテ石成村トイヘリ、高麗郡新堀材農家一一
蔵
ス
ル
応
安
元
年
五
月
ノ
文
書
一
一
、
高
麗
四
郎
左
衛
門
入
道
力
領
地
武
蔵
国
赤
塚
郷
内
石
成
村
半
分
ト
記
セ
シ
、
是
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
成
増
村
は
石
成
村
と
称
し
、
赤
塚
郷
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
（９）
また、「小田原衆所領役帳」には「赤塚六ヶ村」の記載が見られ、
これについて「新編武蔵風土記稿」は「北條役帳一一八十買文江戸
赤
塚
六
ケ
村
千
葉
殿
ト
見
ユ
、
此
六
村
ハ
今
ノ
上
・
下
赤
塚
及
上
徳
丸
本
村
・
（、）
徳
丸
脇
村
・
徳
丸
四
シ
葉
・
成
増
ノ
村
々
ナ
リ
」
と
記
し
て
い
る
。
赤
塚
六
か
村
は
上
赤
塚
村
・
下
赤
塚
村
・
徳
丸
本
村
・
脇
村
・
四
つ
葉
村
・
成
増
村
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
記
載
は
、
地
理
的
な
要
素
か
ら
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
六
か
村
は
、
江
戸
時
代
以
前
は
赤
塚
郷
を
構
成
し
て
い
た
と
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
山
野
の
共
同
的
所
持
は
、
百
姓
の
社
会
的
結
合
を
支
え
る
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
深
谷
克
己
氏
、
大
塚
英
二
氏
の
指
摘
に
従
え
ば
、
こ
の
六
か
村
は
、
秣
場
の
入
会
利
用
と
い
う
行
為
を
通
じ
て
、
赤
塚
郷
と
し
て
の
地
域
的
つ
な
が
り
を
江
戸
時
代
江
戸
時
代
前
・
中
期
の
入
会
地
と
地
域
秩
序
（
若
曽
根
）
に
お
い
て
も
残
存
さ
せ
た
地
域
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
近
世
以
前
か
ら
の
連
続
性
を
重
視
し
て
、
こ
の
六
か
村
を
赤
塚
郷
六
か
村
と
規
定
し
て
進
め
て
い
く
。
（皿）
さ
て
、
赤
塚
郷
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
小
松
寿
治
氏
の
検
討
を
も
と
に
し
て
、
そ
の
歴
史
的
変
遷
を
簡
単
に
記
す
。
赤塚郷についての初見史料は、元弘三年（一一一一一一一一一一）八月のも
（吃）
の
と
推
定
さ
れ
る
「
足
利
尊
氏
・
同
直
義
所
領
Ｈ
録
」
で
あ
る
。
ま
た
、
「
和
名
類
聚
抄
」
に
は
赤
塚
郷
の
記
載
が
み
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
赤
塚
郷
の
成
立
は
一
○
～
一
四
世
紀
の
間
で
あ
る
。
よ
っ
て
小
松
氏
は
赤
塚
郷
を
「
中
仙
郷」と位置づけられている。
「
足
利
尊
氏
・
同
直
義
所
領
目
録
」
に
よ
る
と
、
赤
塚
郷
は
足
利
直
義
の
所
領
と
な
っ
て
い
る
。
観
応
三
年
（
一
一
一
一
五
二
）
二
川
の
直
義
死
後
は
、
正
室渋川頼子の所領となり、その後水徳三年（一一一一八一一一）二月に鹿
王
院
領
と
な
っ
た
。
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
一
月
、
下
総
図
の
守
護
で
あ
る
千
葉
氏
が
享
徳
の
乱
の
余
波
か
ら
内
乱
を
起
こ
し
た
。
そ
の
結
果
、
千
葉
実
胤
・
自
胤
兄
弟
は
、
関
東
管
領
山
内
上
杉
氏
を
頼
っ
て
武
蔵
国
に
逃
れ
た
。
そ
し
て
、
実
胤
・
目
胤
兄
弟
は
、
そ
れ
ぞ
れ
武
蔵
国
の
赤
塚
・
石
浜
城
を
本
拠
と
し
た
。
実
胤
が
亦
塚
城
、
自
胤
が
石
浜
城
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
堀
越
公
〃
足
利
政
知
と
前
後
し
て
、
古
河
公
方
足
利
成
氏
追
討
の
た
め
関
東
に
下
向
し
て
き
た
探
題
渋
川
義
鏡
の
取
り
な
し
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
鹿
王
院
側
は
反
発
、
再
三
に
わ
た
っ
て
赤
塚
郷
の
返
還
を
求
めた。幕府も千葉氏に返還を命じた。しかし、「小田原衆所領役帳」
（画）
に
千
葉
殿
が
赤
塚
六
か
村
を
所
領
と
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
八五
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表１赤塚郷六力村の村高 単位：石 のこ
と
か
ら
、
千
葉
氏
は
赤
塚
郷
を
返
還
せ
ず
、
戦
国
期
に
至
る
ま
で
赤
塚
郷
を
所
領
と
し
て
い
た
と
い
え
る
。
２
赤
塚
郷
の
村
切
近
世
初
期
に
な
る
と
、
赤
塚
郷
は
村
切
さ
れ
て
、
赤
塚
村
と
徳
丸
村
が
創
法
政
史
学
第
六
十
号
徳丸本村 １０００８９７ ０８９７
３１６７９９
リツ葉村 ３１１０ ３２８．１８１５
Ｍ《塚村 ０８９７ 989.373
下亦塚村 １４６８１０７
成墹材 ３９２１４］ ２１４１
〔出典〕「武蔵田園簿｣(東京大学史料編纂所蔵)､｢元禄郷帳｣(国立公文書ぞ館内閣文庫蔵)､｢天保郷帳｣(国立公文書館内閣文庫蔵）
赤
塚
で干しと村は実がは確実に月村八長出村
:;識騨蝋騒壺鱗Ｈ提領にい村時地あ時･地勝一赤五はが
院寺主際たに｝こがる期正が重○塚九慶創
赤
塚
村
と
徳
丸
村
は
、
そ
れ
ぞ
れ
村
落
と
し
て
機
能
し
、
年
貢
も
赤
塚
村
と
徳
丸
村
を
単
位
と
し
て
上
納
さ
れ
た
。
し
か
し
、
亦
塚
村
と
徳
丸
村
は
前
述
の
通
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
分
村
し
、
上
赤
塚
村
・
下
赤
塚
村
・
成
増
村
・
徳
丸
本
村
・
脇
村
・
山
シ
葉
村
が
成
立
す
る
。
で
は
、
分
村
時
期
は
い
つ
頃
で
あ
ろ
う
か
。
寛
文
一
○
年
二
六
七
○
）
’
○
月
ま
で
の
年
貢
割
付
状
の
宛
所
は
徳
丸
村
と
な
っ
て
い
る
が
、
寛
文
一
一
年
（
一
六
七
二
一
○
月
の
年
貢
割
付
状
（肥）
の
宛
所
は
徳
丸
本
村
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
寛
文
一
○
年
一
○
月
か
ら
、
翌
年
一
○
月
ま
で
の
間
に
、
徳
丸
村
が
徳
丸
本
村
・
脇
村
・
四
シ
葉
村
に
分
村
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
年
貢
割
付
状
が
各
村
に
交
（
下
赤
塚
村
内
）
で
は
寺
領
帳
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
表
紙
に
は
「
赤
塚
上
（脂）
郷
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
亦
塚
郷
が
上
下
に
二
分
し
て
捉
え
ら
れ
、
つ
ま
り
赤
塚
村
Ⅱ
赤
塚
上
郷
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
と
い
え
る
。
赤
塚
郷
に
は
、
検
地
以
前
か
ら
上
郷
・
下
郷
と
い
う
二
つ
の
地
域
的
な
ま
と
ま
り
が
存
在
し
て
お
り
、
赤
塚
上
郷
が
赤
塚
村
、
赤
塚
下
郷
が
徳
丸
村
と
名
称
を
変
え
て
継
承
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
赤
塚
村
は
後
の
上
赤
塚
村
・
下
赤
塚
村
・
成
増
付
の
三
か
村
、
徳
丸
村
は
徳
丸
本
村
・
脇
村
・
川
シ
葉
村
の
範
洲
と
な
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
赤
塚
郷
に
は
、
後
の
徳
丸
村
・
赤
塚
村
の
範
囲
と
な
る
地
域
的
な
ま
と
ま
り
が
赤
塚
化
郷
・
下
郷
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
郷
か
ら
村
へ
向
立
し
え
る
環
境
が
慶
長
期
に
は
整
っ
て
い
た
こ
と
が
指摘できる。３赤
塚
郷
六
か
村
の
成
立
と
概
況
八
六
村名 慶安年間(1648～52）
元禄15年11月
(1702）
天保5年12月
(1834）
徳丸村 １０９４．６２３ 脇材
四
1000.897
314.242
3 １． ９７
１００ ．８９
316.799
328.1815
赤塚村 1994.518
上赤
赤
増村
1000.897
1468.107
392.141
1468.094
3９ ．１４
Hosei University Repository
表２赤塚郷六力村の概況 付さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
分
村
し
た
各
村
が
、
寛
文
二
年
一
○
月
に
は
村
請
制
村
落
と
し
て
公
認
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
また、「元禄郷帳」によると、赤塚村・徳丸村は既にそれぞれが
分村し、六か村の村高が確定されている（表１）。この「元禄郷帳」
の
村
高
の
記
載
は
、
慶
安
期
か
ら
元
禄
期
の
間
に
六
か
村
で
行
わ
れ
た
延
宝
二
年
（
’
六
七
四
）
検
地
と
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
検
地
の
二
つ
の
検
地
菫
編武蔵風土記稿｣豊嶋郡巻之六、
江
戸
時
代
前
・
中
期
の
入
会
地
と
地
域
秩
序
（
若
曽
根
）
１７ｍ
氣西６１１１
〔出典〕村面積および化政期の人口は｢新編武蔵風土記
明治５年の人口は｢東京府志料｣(東京都公文書館蔵)。
なお､安井家文謝では宝暦12年(1762)３月｢徳丸本村宗門人別ｌｌｌＵ
が確認される。これによると徳丸本村の人|］は651人(うち女308
人)である。
の
う
ち
、
前
者
よ
り
打
ち
川
さ
れ
た
村
高
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
①
元
禄
検
地
は
新
田
開
発
さ
れ
た
土
地
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
検
地
（Ⅳ）
であること、②
「元禄郷帳」に
は
改
出
高
を
加
え
（肥）
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
指
摘
で
き
る。以
上
の
こ
と
か
ら
寛
文
期
に
村
請
制
村
落
の
主
体
と
し
て
三
か
村
が
公
認
さ
れ
、
延
宝
期
に
は
検
地
を
も
っ
て
三
か
村
の
地
理
的
範
囲
が
公
法
的
に
確
定
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
赤
塚
村
に
関
し
て
も
ほ
ぼ
同
時
期
に
三
か
村
に
分
村
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
六
か
村
の
概
況
は
、
表
１
と
表
２
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
下
赤
塚
村
の
村
高
は
約
千
五
百
石
弱
、
上
赤
塚
村
は
千
石
余
り
、
脇
付
を
含
め
た
徳
丸
本
村も千一一一百石余りである。また、この三か村は家数も多い。よっ
て
こ
の
三
か
村
は
大
村
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
対
し
、
成
増
付
・
川
シ
葉
村
の
村
高
は
、
三
百
石
ほ
ど
で
あ
り
、
（旧）
家数も少ない。そのため成増村は、「上赤塚ト〈ロセ見ルベ、ン」とし
て
、
上
赤
塚
村
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
徳
丸
脇（卯）
村もそれは同様であった。徳丸本村と脇村は「犬牙シーナ辨シ難、ン」
状
況
で
錯
綜
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
四
シ
葉
村
と
徳
丸
本
村
・
脇
村
は
合
わ
せ
て
、
「
徳
丸
三
分
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
成
増
村
は
上
赤
塚
村
に
組
み
込
ま
れ
、
ま
た
徳
丸
本
村
・
脇
村
・
川
つ
葉
村
は「徳丸一一一分」として合わせて扱われていたのである。
このことから上赤塚村十成増村・下赤塚村・徳丸一一一分の三地域
は
人
口
や
村
高
な
ど
に
お
い
て
だ
い
た
い
同
じ
レ
ベ
ル
の
領
域
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
寛
文
・
延
宝
期
の
亦
塚
郷
六
か
村
は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
地
域
性
を
有
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
三
地
域
の
各
地
域
を
氏
子
圏
と
す
る
鎮
守
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
指
摘
で
（Ⅲ）
きる。
４
赤
塚
郷
六
か
村
の
領
主
六
か
村
の
支
配
形
態
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
上
亦
塚
村
・
下
赤
塚
村
・
徳
八七
化政期 明治５年
村 村の広さ 戸数 戸数 人［１
徳丸本村
脇村 約束西47111J､南北28町
146
3５
1３５
3８
864
208
四ツ葉村 東西南北共､3町余り 4７ 4３ 250
上赤塚村 東西15町余り、南北26町 9３ 1０９ 690
下赤塚村 東西13町､南北28町余 207 222 1２９０
成増村 東 6町､南北12町余 6９ 8５ 502
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図２赤塚郷六か村の歴史的変遷
法
政
史
学
第
六
十
号
丸本村の一一一か村は江戸時
代
を
通
じ
て
幕
領
で
あ
っ
た。こ
れ
に
対
し
て
、
徳
丸
脇
付
は
幕
領
と
東
叡
山
寛
永
寺
領の相給地であり、また、
徳
丸
囚
シ
葉
村
は
全
域
が
東
叡
山
寛
永
寺
領
で
あ
っ
た
。
四
シ
葉
村
が
東
叡
山
領
に
移ったのは、宝永六年（一（犯）
七
○
九
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
成
増
村
は
近
世
初
期
は
幕
領
で
あ
っ
た
が
、
明
暦
三
年
二
六
五
七
）
十
月
に
大
屋
権
八
に
赤
塚
村
の
う
ち
が
知
行
地
と
し
て
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
始
ま
り
と
し
て
、
一
給
の
旗
本
領
と
な
（羽）
った。以上
、
第
一
節
に
お
い
て
は
、
六
か
村
の
概
況
に
つ
い
て
江
戸
時
代
以
前
か
ら
の
流
れ
の
な
か
で
み
て
き
た
。
赤
塚
郷
か
ら
亦
塚
村
・
徳
丸
村
ｌ
徳
丸
原
の
秣
場
利
用
に
つ
い
て
徳
丸
原
は
、
馬
・
牛
な
ど
の
飼
料
の
採
草
地
で
あ
る
。
こ
の
草
を
赤
塚
郷
六
か
村
の
住
民
は
、
馬
・
牛
の
飼
料
や
、
田
畑
へ
の
苅
敷
と
し
て
利
用
し
た
。
古
島
敏
雄
氏
に
よ
る
と
、
採
草
地
は
苅
敷
給
源
・
厩
肥
源
た
る
秣
供
給
源
（別）
と
し
て
地
力
維
持
に
重
要
な
要
件
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
肥
料
の
中
心
が
、
人
糞
尿
・
厩
肥
・
山
野
の
草
木
た
る
苅
敷
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
人
糞
尿
を
除
い
て
、
そ
の
主
た
る
供
給
源
は
山
野
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
秣
場
・
採
草
地
は
、
当
時
の
人
々
が
生
産
活
動
を
行
う
に
あ
た
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
う
株
を
生
み
出
す
土
地
で
あ
り
、
こ
の
確
保
は
田
畑
の
生
産
力
の
向
上
に
大
き
く
関
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
六
か
村
の
地
域
住
民
に
と
っ
て
も
何
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
六
か
村
に
と
っ
て
徳
丸
原
は
、
川
畑
の
生
産
力
を
高
め
る
秣
を
採
草
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
価
値
の
あ
る
土
地
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
「
共
同
所
持
地
に
つ
い
て
藤
木
久
志
氏
は
、
中
世
に
お
け
る
山
野
河
海
は
、
諸
階
層
・
諸
集
団
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
て
用
益
す
る
「
棲
み
分
け
的
（お）
な
共
同
の
場
」
と
し
て
の
性
格
が
濃
厚
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
規
範
は
村
落
レ
ベ
ル
の
共
川
体
的
な
規
範
に
根
ざ
し
て
自
律
的
に
展
開
し
た
と
し
、
こ
の
よ
う
な
共
同
体
的
な
用
益
慣
行
を
包
摂
す
る
こ
と
で
領
主
支
配
が
支
え
ら
れ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
の
二
村
、
そ
し
て
赤
塚
郷
六
か
村
へ
の
分
村
と
い
う
流
れ
は
図
２
に
示
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
赤
塚
郷
を
枠
と
す
る
地
域
的
な
つ
な
が
り
は
、
六
か
村
成
立
後
も
、
徳
丸
原
の
入
会
利
川
と
い
う
行
為
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
残
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
赤
塚
郷
六
か
村
の
住
民
意
識
と
秩
序
形
成
Ｌ
Ｌ
ｊ
ノ
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ま
た
、
近
世
に
お
け
る
共
同
所
持
地
に
つ
い
て
高
木
昭
作
氏
は
、
統
一
権
力
樹
立
を
果
た
し
た
豊
臣
秀
吉
は
、
検
地
に
あ
た
っ
て
山
野
の
大
部
分
を
高
外
地
と
設
定
し
、
高
外
地
は
秀
吉
の
領
有
下
に
あ
る
も
の
と
し
た
と
さ
れ
て
（邪）
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
原
則
は
徳
川
氏
の
時
代
に
も
継
承
さ
れ
、
野
銭
な
ど
の
小
物
成
徴
収
を
通
じ
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
山
野
は
耕
地
・
屋
敷
地
以
外
に
個
別
領
主
の
力
が
お
よ
び
に
く
い
部
分
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
山
野
の
利
用
は
在
地
の
、
律
的
な
用
益
慣
行
を
も
っ
て
行
わ
れ
、
近
世
に
も
、
そ
の
利
用
形
態
は
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
六
か
村
に
お
け
る
徳
丸
原
の
利
用
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
慶
長
検
地
に
お
い
て
の
徳
丸
原
の
位
置
づ
け
で
あ
る
が
、
検
地
帳
（、）
に
は
、
徳
丸
原
に
関
す
る
記
載
は
確
認
で
き
な
い
。
徳
丸
原
は
、
高
請
化
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
（狐）
ま
た
、
徳
丸
原
の
由
来
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
「
新
田
芝
畑
の
わ
け
」
の
一
条
目
に
は
「
貞
享
囚
卯
迄
ハ
野
銭
も
出
シ
不
申
候
事
」
と
あ
る
。
六
か
村
の
地
域
住
民
は
、
貞
享
四
年
二
六
八
七
）
ま
で
は
野
銭
を
払
わ
ず
、
自
由
に
秣
を
利
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
徳
丸
原
は
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
も
幕
府
か
ら
直
接
的
に
把
握
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
貞
享
四
年
ま
で
の
徳
丸
原
利
川
は
、
亦
塚
郷
の
時
代
か
ら
継
承
さ
れ
た
慣
習
Ⅱ
自
由
な
採
草
形
態
が
と
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る。こ
の
よ
う
な
慣
習
に
お
け
る
六
か
村
の
地
域
住
民
の
徳
丸
原
に
対
す
る
意
識は、①徳丸原は地域住民が秣場として利用する土地であり、②
そ
れ
は
な
お
か
つ
当
然
の
こ
と
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
当
然
江
戸
時
代
前
・
中
期
の
入
会
地
と
地
域
秩
序
（
若
曽
根
）
「
新
川
芝
畑
の
わ
け
」
の
二
条
Ⅱ
に
は
、
「
元
禄
元
辰
年
御
改
二
付
、
内
見
積り一一而百川拾丁歩と村方方巾上、反二永弐文つ、上納仕候事」と
記
さ
れ
て
い
る
。
代
官
内
山
六
郎
兵
衛
が
、
徳
丸
原
の
土
地
の
見
積
り
の
差
し
出
し
を
命
じ
た
。
そ
こ
で
村
方
は
一
四
○
町
歩
と
上
申
し
て
、
元
禄
元
年
（
一
六
八
七
）
一
一
月
か
ら
一
反
に
永
二
文
の
野
銭
を
納
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
徳
丸
原
の
町
歩
は
村
方
の
、
己
申
告
を
も
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
野
銭
上
納
の
開
始
の
背
景
に
は
、
こ
の
頃
の
町
人
請
負
に
よ
る
土
地
開
発
の
活
発
化
が
あ
っ
た
。
寛
文
・
延
宝
期
（
一
六
六
一
～
八
一
）
は
、
明
暦
の
大
火
二
六
五
七
）
後
に
急
成
長
し
た
材
木
商
ら
の
新
興
商
人
が
、
投
資
の
場
を
江
戸
か
ら
近
郊
農
村
に
移
し
、
土
地
開
発
を
活
発
に
行
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
柳
下
顕
紀
氏
は
、
こ
れ
は
町
人
が
新
川
開
発
に
よ
っ
て
唯
じ
る
利
益
Ⅱ
農
業
生
産
物
の
み
な
ら
ず
、
土
地
の
金
銭
的
価
値
に
着
Ⅱ
し
（”）
た
か
ら
だ
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
幕
府
は
、
形
の
う
え
で
は
町
人
請
負
新
田
の
開
発
を
禁
じ
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
黙
認
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
木
村
礎
氏
は
、
町
人
請
負
の
新
川
開
発
は
、
封
建
領
主
の
支
配
体
制
を
崩
す
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
く
、
耕
作
地
の
増
加
は
む
し
ろ
年
貢
収
入
の
増
加
に
つ
な
が
る
の
こ
と
で
あ
る
が
故
に
明
確
に
意
識
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
長
年
継
承
さ
れ
て
き
た
徳
丸
原
の
慣
習
は
地
域
住
民
に
、
徳
丸
原
Ⅱ
六
か
村
の
地
域
住
民
が
秣
場
と
し
て
利
用
す
べ
き
土
地
・
環
境
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
根
底
に
潜
ま
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
２
野
銭
上
納
の
開
始
八九
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（釦）
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
黙
認
し
た
の
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ
の
時
期
は
、
本
来
な
ら
ば
開
発
に
不
向
き
な
芝
原
の
土
地
で
あ
っ
て
も
開
発
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
何
時
に
そ
れ
は
江
戸
時
代
以
前
か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
山
野
の
あ
り
方
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
地
域
の
慣
習
で
自
由
に
秣
を
採
取
す
る
こ
と
に
改
変
が
せ
ま
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
徳
丸
原
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
徳
丸
原
の
利
用
に
際
し
て
野
銭
の
上
納
が
開
始
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
六
か
村
の
地
域
住
民
は
、
赤
塚
郷
の
時
代
か
ら
の
慣
習
に
任
せ
て
、
徳
丸
原
の
秣
を
自
由
に
採
草
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
。
利
用
に
際
し
て
は
一
定
の
野
銭
を
上
納
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
野
銭
の
上
納
の
開
始
は
地
域
住
民
の
意
識
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
野
銭
の
上
納
と
い
う
行
為
は
、
そ
の
額
は
低
く
、
あ
く
ま
で
も
用
益
権
の
標
識
と
い
う
性
格
は
強
い
に
し
て
も
、
徳
丸
原
の
利
用
に
お
け
る
昔
な
が
ら
の
利
用
の
慣
習
が
変
わ
っ
た
一
つ
の
契
機
で
あ
っ
た
。
野
銭
の
上
納
と
い
う
義
務
を
果
た
す
こ
と
で
、
徳
丸
原
の
土
地
の
秣
を
利
用
で
き
る
と
い
う
新
た
な
秩
序
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
社
会
に
対
応
し
形
成
さ
れ
た
新
た
な
秩
序
は
、
地
域
住
民
の
意
識
変
化
を
促
し
た
。
前
述
の
通
り
、
近
世
前
期
に
お
け
る
六
か
村
の
地
域
住
民
の
徳
丸
原
に
対
す
る
意
識
は
、
①
徳
丸
原
は
六
か
村
の
住
民
が
秣
場
と
し
て利用し、②それは昔から続く当然のことというものであった。
し
か
し
、
町
人
の
開
発
化
の
動
き
は
②
を
許
さ
な
い
方
向
へ
と
進
ま
せ
、
新
た
な
秩
序
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
②
の
意
識
は
改
め
ら
れ
、
野
銭
元禄二年（一六八九）二Ⅱ、江一Ｐ町人関Ⅱ屋佐右衛門・遠州
臆
庄
大
夫
の
二
人
が
、
徳
丸
本
村
の
束
隣
に
位
置
す
る
西
台
村
の
荒
地
を
開
発
し
た
い
と
代
官
所
に
願
い
出
て
お
り
、
次
に
掲
げ
る
文
書
は
そ
の
際
の
願
書
（別）
である。
（舐）
乍
恐
書
付
を
以
御
訴
詔
申
上
候
事
（脇）
一
御
代
官
所
豊
嶋
鴫
荒
川
通
西
（
口
村
野
地
之
内
、
高
五
拾
町
新
川
二
被
仰
付
候
儀
、
戸
川
領
上
青
木
村
十
兵
術
・
江
戸
馬
喰
町
平
野
屋
（訟｝
（
寛
文
．
○
年
）
十
右
衛
門
と
申
者
、
両
人
二
て
御
訴
詔
巾
上
候
、
弐
拾
年
以
前
戌
ノ
（
寛
文
一
一
年
）
一ハ月被為仰付、何年十月方開発仕候処二、翌年亥ノ八月満
（山側
）
（非）
水
二
而
耕
作
家
共
□
□
流
、
無
是
悲
差
上
立
の
き
申
候
、
右
之
新
川
（虫柧）
（御公力）
□□爾くう荒地二而捨慣申候、我等共二被仰付候者□□儀様
（
山
仙
）
御
金
拝
借
不
仕
、
、
分
之
金
子
二
而
当
巳
ノ
□
月
之
内
仕
立
、
一
二
年
（虫捌）
過申・酉両年一己反二付永□□文宛、戌年方一己反二付永百文
（山抓）
つ
、
末
々
迄
無
□
□
御
上
納
可
仕
候
、
右
之
通
被
仰
付
被
下
候
（有力〉
ハ
、
難
□
奉
存
候
、
以
上
元
禄
弐
年
関
川
屋
佐
右
衛
門
印
巳
二
月
五
Ⅲ
遠
州
屋
庄
大
夫
印
御
代
官
様
の
上
納
と
い
う
義
務
を
果
た
さ
ね
ば
利
用
で
き
な
い
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
裏
を
返
せ
ば
、
義
務
さ
え
果
た
せ
ば
、
徳
丸
原
利
用
の
権
利
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
識
も
内
包
さ
せ
た
と
も
い
え
る
。
３
江
戸
町
人
の
土
地
開
発
願
い
と
地
域
の
反
対
九
○
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関
口
屋
佐
右
衛
門
・
遠
州
屋
庄
大
夫
の
二
人
の
商
人
は
、
以
前
に
開
発
途
中
で
断
念
さ
れ
、
今
は
荒
地
と
な
っ
て
い
る
土
地
を
開
発
し
た
い
と
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
開
発
費
用
は
自
分
達
で
負
担
す
る
こ
と
、
ま
た
、
三
年
後
か
ら
一
反
に
つ
き
水
百
文
上
納
す
る
こ
と
を
契
約
し
て
い
る
。
こ
の
二
人
の
商
人
が
ど
の
よ
う
な
人
物
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
江
戸
近
郊
の
村
の
土
地
に
着
Ⅱ
し
て
進
出
し
て
き
た
者
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
開
発
を
願
い
出
た
土
地
が
、
内
合
村
の
ど
の
あ
た
り
か
も
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
前
に
満
水
で
流
さ
れ
た
と
い
う
記
載
か
ら
、
川
近
く
の
低
湿
地
付
近
だ
っ
たと推定される（図３の②部分）。
こ
う
し
た
願
い
出
を
う
け
て
代
官
所
は
、
西
台
村
に
対
し
て
事
情
を
尋
ね
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
西
台
村
他
九
か
村
は
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
（犯）
一
二
月
、
次
の
よ
う
な
返
答
書
を
提
出
し
て
い
る
。
（松）
乍
恐
以
書
付
ヲ
御
訴
詔
申
上
候
事
匝瓜皿田領八ケ＃（ⅢⅧＵ川端芝地弐百町余御座候所、右八ケ
（元禄．一年〉
村
秣
場
二
而
年
々
野
銭
差
上
ヶ
、
御
割
付
面
二
御
座
候
、
然
処
二
旧
冬
ヨ
リ
右
之
場
所
、
江
戸
町
人
運
上
指
上
可
申
と
奉
願
候
旨
承
知
仕
候
、
右
（中）
場
所
之
内
新
川
二
不
成
処
大
分
御
座
候
、
右
八
ヶ
村
之
儀
者
仲
仙
道
下
（
郷
伽
伝
力
）
板
橋
定
助
□
□
□
馬
役
相
勤
候
二
付
、
別
而
秣
場
不
向
、
二
御
座
候
へ
、
ハ
難
儀
仕
、
加
様
之
助
成
を
以
八
ヶ
村
高
六
千
四
百
囚
拾
石
之
所
、
本
（
渦
命
）
（雌）
川
御
年
貢
諸
役
相
勤
、
惣
百
姓
か
つ
め
い
つ
な
き
罷
有
処
二
、
新
川
訴
詔
之
者
御
座
候
旨
承
候
二
付
、
惣
百
姓
無
是
非
御
訴
詔
申
上
候
、
困
窮
仕
候
百
姓
二
御
座
候
、
然
共
此
上
ハ
右
之
場
所
弐
百
町
余
之
処
、
水
損
場
二
而
（共二一力）
御座候得□□分一ハ白田二も可罷成場所御座候間開発仕、村並
下
々
畑
之
御
年
貢
壱
反
二
水
三
拾
文
程
、
相
残
一
一
一
分
ニ
ハ
芝
地
御
年
貢
江
戸
時
代
前
・
中
期
の
入
会
地
と
地
域
秩
序
（
若
曽
根
）
壱反一一氷弐拾文被仰付、両様共高石二御結被成可被下候、尤高
役
相
勤
可
申
候
石
盛
之
儀
者
御
了
簡
次
第
二
可
被
仰
付
候
、
石
之
場
所
をはなれ候へ而ハ、本田畠作業ｎＷⅧｕ成無御座候、新田訴詔之
者
ハ
四
百
町
茂
可
有
様
二
申
上
候
由
及
承
候
、
私
共
内
検
仕
候
所
二
弐
百五拾町計も可有御座候哉、其段者御検地を請、何分二茂町歩
｛お候力｝
御
定
被
成
可
被
下
候
、
如
此
申
上
候
段
惣
百
姓
迷
惑
二
奉
□
□
得
共
、
蒋
他
所
江
茂
可
被
仰
付
哉
と
難
儀
仕
候
ニ
付
御
訴
詔
申
上
候
、
御
慈
悲
を
以
村
付
相
は
な
れ
不
巾
様
二
被
為
仰
付
被
下
候
者
難
行
可
奉
存
候
、
以
上
元
禄
五
申
年
三
月
廿
八
日
化
赤
塚
村
名
主
新
右
衛
門
判
下
赤
塚
村
名
主
伊
兵
衛
判
Ⅲ
シ
は
村
名
主
次
郎
兵
衛
判
徳
丸
本
村
新
兵
衛
判
名主権左衛門判
Ⅲ
脇
付名主
五
郎
右
衛
門
判
西
台
村名
主
五
左
衛
門
判
根
葉
村
九
一
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白子/〃 上赤塚村一
掩村蝉
国士地理院明治１３年１１月「第一軍管地方２万分ｌ迅速測図」より作成〔出典〕
蓮
沼
村名
主
三
右
衛
門
判
細
井
九
左
衛
門
様
御
手
代
衆
中
ここでは、西台村のほか、赤塚郷六か村・根葉村・蓮沼村の九
か村が連合し、名主の連印で「惣百姓迷惑」として町人による新
田開発に反対している。この九か村は図３のような位置関係に
なっている。略地図上①部の秣を赤塚郷六か村が、②部の秣を西
（羽）
（ロ村が、③部の秣を根葉・蓮沼村の二か村が利用していた。その
ため開発願いをうけている②部の芝原の開発が承認されると、周
辺の秣場も開発されるかもしれないと九か村は危棋し、「若他所江
茂可被仰付哉と難儀仕候」として連合したのである。
反対理由としては、①年々野銭を上納してきたこと、②開発は
不向きな土地柄であること、③中山道下板橋の助郷に定められ、
伝馬役を勤めているので、秣場不自由は難儀であること、④秣場
が開発されると、秣を畑の苅敷として使用することができず、而
姓が川窮してしまうことのⅢ点をあげている。
しかし、反対はあくまでも町人による開発に対してであったい
九か村は、自分達で開発をするという条件では、開発をある程度
受け入れ、幕府との協調姿勢をとっている。九か村は、開発予定
地の一一一分の一は開発して一反につき水一一一○文、残り一一一分の二は水
二○文を上納するとしているのである。
また、九か村は検地の実施を要求した。不明確な芝原の町歩を
名
主
庄
兵
衛
判
九
一
一
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明
確
に
定
め
て
ほ
し
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
以
下
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
町
人
に
よ
る
開
発
へ
の
反
対
根
拠
と
し
て
①
の
年
々
野
銭
を
上
納
し
て
き
た
こ
と
を
九
か
村
が
挙
げ
た
の
は
、
元
禄
元
年
か
ら
の
野
銭
上
納
を
几
か
村
が
徳
丸
原
の
用
益
権
の
標
識
と
し
て
捉
え
た
か
ら
こ
そ
と
い
え
る
。
元
禄
元
年
か
ら
の
野
銭
上
納
の
開
始
は
、
柾
戸
時
代
以
前
か
ら
の
徳
丸
原
Ⅱ
六
か
村
が
自
由
に
利
用
で
き
る
土
地
と
い
う
慣
習
の
変
化
の
契
機
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
六
か
村
の
地
域
住
民
は
、
野
銭
上
納
の
義
務
が
徳
丸
原
の
土
地
の
利
用
の
権
利
を
得
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
意
識
を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
野
銭
上
納
し
て
き
た
事
実
が
反
対
根
拠
に
据
え
ら
れ
た
のである。
ま
た
、
ほ
か
の
反
対
根
拠
と
し
て
九
か
村
は
、
②
の
土
地
柄
の
問
題
、
お
よび④の土地から生み出される価値の問題を挙げている。土地柄
の
問
題
と
は
、
秣
場
は
荒
川
の
氾
濫
の
被
害
を
受
け
や
す
く
、
新
田
開
発
に
は
不
向
き
な
土
地
柄
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
土
地
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
価
値
と
は
、
秣
が
田
畑
の
苅
敷
と
な
る
価
値
を
も
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
芝
原
は
九
か
村
に
と
っ
て
開
発
さ
れ
る
べ
き
土
地
で
は
な
く
、
ま
た
開
発
で
き
る
土
地
柄
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
九
か
村
は
几
か
村
に
と
っ
て
あ
る
べ
き
芝
原
の
環
境
を
認
識
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
開
発
す
べ
き
で
な
い
と
判
断
し
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
九
か
村
の
住
民
は
、
開
発
不
向
き
な
土
地
柄
の
認
識
を
も
ち
な
が
ら
も
、
あ
る
程
度
の
土
地
の
開
発
を
容
認
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
九
か
村
の
幕
府
と
の
協
調
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。
九
か
村
は
、
九
か
村
の
住
民
以
外
の
者
に
よ
る
秣
場
の
利
用
を
否
定
し
、
秣
場
を
「
村
付
相
は
な
れ
不
申
江
戸
時
代
前
・
中
期
の
入
会
地
と
地
域
秩
序
（
若
曽
根
）
九
か
村
の
要
請
を
受
け
て
徳
丸
原
の
検
地
が
元
禄
五
年
（
’
六
九
二
）
、
代
（弧）
官
細
井
九
左
衛
門
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
徳
丸
原
の
土
地
は
、
上
芝
畑
・
中
芝
畑
・
下
芝
畑
・
砂
芝
畑
の
四
通
り
に
等
級
が
つ
け
ら
れ
、
「
新
田
芝
畑
」
と
な
っ
た
。
石
盛
に
つ
い
て
は
、
「
石
盛
上
弐
シ
半
・
中
弐
ッ
・
下
壱
シ
半
．
様
」
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
九
か
村
は
開
発
に
対
し
て
九
か
村
自
ら
の
開
発
に
は
あ
る
程
度
受
け
入
れ
の
姿
勢
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
九
か
村
の
目
的
は
、
芝
原
を
地
域
の
所
持
地
と
し
、
秣
場
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
九
か
村
が
要
請
し
た
の
が
芝
原
の
検
地
実
施
で
あ
っ
た
。
九
か
村
は
芝
原
の
土
地
の
公
定
面
積
を
定
め
、
九
か
村
の
芝
原
に
対
す
る
所
有
権
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
以
北
の
よ
う
な
、
町
人
の
開
発
願
い
と
そ
れ
に
対
す
る
九
か
村
の
反
対
運
動
は
、
秣
場
へ
の
価
値
感
が
両
者
で
異
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
い
え
る
。
柳
下
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
江
戸
近
郊
の
芝
原
は
、
江
戸
町
人
に
と
っ
て
は
金
銭
的
な
価
値
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
六
か
村
に
と
っ
て
の
徳
丸
原
は
秣
場
と
し
て
の
環
境
に
あ
る
こ
と
が
価
値
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
赤
塚
郷
六
か
村
と
い
う
地
域
社
会
の
住
民
に
よ
る
開
発
反
対
の
訴
え
は
、
徳
丸
原
を
地
域
の
所
持
地
と
し
、
徳
丸
原
の
環
境
を
維
持
す
る
こ
と
が
真
の
目
的
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
町
人
の
開
発
願
い
を
発
端
と
し
た
六
か
村
の
反
対
運
動
は
、
地
域
住
民
の
芝
原
の
環
境
認
識
に
基
づ
い
て
、
地
域
が
主
体
的
に
、
地
域
に
と
っ
て
あ
る
べ
き
環
境
の
維
持
を
図
っ
た
運
動
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
４
徳
丸
原
の
検
地
実
施
に
つ
い
て
九
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シ
」
と
し
て
い
る
。
新
田
芝
畑
の
年
貢
負
担
は
表
３
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
徳
丸
原
に
お
け
る
各
村
の
所
有
反
別
内
訳
は
表
４
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
各
村
の
村
高
に
応
じ
た
割
合
で
、
徳
丸
原
に
お
け
る
所
有
反
別
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
実
際
に
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
、
こ
の
村
の
所
有
と
い
う
形
に
境
界
さ
れ
た
わ
け
で
は
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１
郷
請
か
ら
村
請
へ
赤
塚
郷
六
か
村
は
幕
府
と
の
契
約
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
、
徳
丸
原
利
用
に
際
し
て
の
年
貢
上
納
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
納
入
方
法
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
「
新
川
芝
畑
の
わ
け
」
の
四
条
ｕ
に
は
「
元
禄
七
戌
年
方
御
取
ヶ
、
五
ヶ
村
州
今
割
合
巾
事
、
年
々
難
義
奉
存
候
間
、
御
願
巾
上
、
村
高
二
か
け
、
村
々
な
く
、
あ
く
ま
で
も
入
会
利
用
の
形
態
が
と
ら
れ
て
い
た
。
元
禄
検
地
は
、
①
徳
丸
原
に
お
け
る
各
村
の
所
有
反
別
を
明
確
に
し
、
②
徳
丸
原
利
用
に
際
し
て
赤
塚
郷
六
か
村
が
幕
府
に
年
貢
を
上
納
す
る
こ
と
を
決
定
さ
せ
た
。
①
の
各
村
の
所
有
反
別
の
明
確
化
は
、
徳
丸
原
Ⅱ
六
か
村
の
共
同
所
持
地
の
公
的
な
認
定
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
そ
の
認
定
を
う
け
る
た
め
の
六
か
村
の
義
務
と
し
て
、
②
の
年
貢
上
納
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
六
か
村
は
、
年
貢
上
納
の
義
務
を
も
っ
て
、
幕
府
か
ら
徳
丸
原
Ⅱ
六
か
村
の
共
同
所
持
地
と
し
て
の
認
定
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
幕
府
と
地
域
の
契
約
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
徳
丸
原
を
め
ぐ
る
幕
府
と
地
域
は
、
契
約
関
係
を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
契
約
成
立
は
、
徳
丸
原
Ⅱ
六
か
村
の
共
同
所
持
地
の
実
現
に
つ
な
が
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
以
降
六
か
村
は
、
六
か
村
の
岐
大
の
Ⅱ
的
で
あ
る
徳
丸
原
の
地
域
住
民
に
と
っ
て
の
環
境
維
持
の
動
き
を
み
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ど
う
い
っ
た
秩
序
を
も
っ
て
そ
れ
を
実
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
節
で
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
三
赤
塚
郷
六
か
村
の
地
域
秩
序
と
環
境
維
持 九
四
上芝畑 '|]芝畑 下芝畑 砂芝畑 計
上 村 1103.15 1323.07 665.07 2１４．０ 3306.07
下赤塚村 1174.18 1408.13 780.14 228.00 3519.05
丸本村 822.13 986.05 495.25 159.20 2464.03
徳丸脇村 2５３．１ 303.28 152.25 49.06 745.28
|ﾉﾘつ葉村 248.29 298.16 150.03 48.10 7５９．１４
計 3603.00 4320.09 2172.06 699.12 10794.27
土 面積 納入額(一反』しiり） 取水
上芝畑 3603.00 35文 12貢611文
'１１芝畑 4320.09 25文 10貫801文
下芝川 2172.06 20文 4貢344文
砂芝畑 699.12 5文 350文
計 １０７９４．２７ 8貢10 文
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御
割
付
へ
村
切
り
一
一
反
歩
申
請
」
と
あ
る
。
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
ま
で
は
五
か
村
に
よ
る
一
括
上
納
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
次
第
に
困
難
と
な
り
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
以
降
は
各
村
で
納
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
元
禄
七
年
ま
で
の
六
か
村
が
一
括
し
て
年
貢
を
納
入
す
る
方
法
は
、
元
禄
元
年
以
降
の
野
銭
の
上
納
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
よ
る
年
貢
納
入
は
、
村
を
単
位
と
し
た
年
貢
上
納
を
「
村
請
」
と
い
う
こ
と
に
対
応
し
て
、
赤
塚
郷
を
単
位
と
し
た
「
郷
請
」
と
（鍋）
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
元
禄
七
年
に
郷
請
か
ら
村
竺
雨
へ
と
変
わ
っ
た
のである。
郷
請
か
ら
村
請
へ
の
変
更
は
、
「
五
ヶ
村
出
合
割
介
巾
事
年
々
難
義
」
だ
か
ら
こ
そ
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
六
か
村
自
ら
が
選
択
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
六
か
村
は
、
六
か
村
を
単
位
と
し
た
郷
請
よ
り
も
、
寛
文
・
延
宝
期
に
成
立
し
た
村
を
単
位
と
し
た
村
請
で
の
年
貢
上
納
の
方
が
合
理
的
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
年
貢
納
入
と
い
う
義
務
を
果
た
す
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
を
、
六
か
村
が
主
体
的
に
判
断
・
変
更
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
義
務
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
村
請
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
村
請
が
徳
丸
原
Ⅱ
六
か
村
の
共
川
所
持
地
の
権
利
を
得
る
た
め
の
義
務
を
果
た
す
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。
徳
丸
原
の
秣
の
管
理
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れを示すため、享保一八年（一七三一一一）年三川、徳丸本村の住民
五
十
四
人
が
盗
み
に
関
し
て
相
談
・
連
印
し
作
成
し
た
議
定
書
の
一
部
を
み
（妬）
て
い
く
。江戸
時
代
前
・
中
期
の
入
会
地
と
地
域
秩
序
（
若
曽
根
）
２
徳
丸
本
村
の
秣
場
管
理
の
村
定
相
定
申
村
相
談
之
事
一
村
万
二
而
前
々
諸
法
度
相
極
メ
申
候
処
一
一
、
近
年
み
た
り
一
一
罷
成
候
一一付、此度相談仕、田畑・山林・畑境二而木をきり、或ハ
枝
を
折
、
諸
作
荒
候
者
不
及
山
、
下
草
・
葉
二
而
も
ぬ
す
み
苅
取
申
間
敷
候
、
如
此
相
談
相
極
メ
申
上
者
、
万
一
石
之
類
ぬ
す
み
ケ
間
敷
儀
仕
候
ハ
、
、
過
金
壱
分
宛
急
度
相
出
し
可
申
候
、
若
過
金
及
遅
滞申候ハ、、五人組中間二而急度弁相出シ可巾候、か様一一
相
談
相
極
メ
申
上
者
、
田
畑
其
外
山
林
二
而
も
ぬ
す
み
仕
候
者
見
付ヶ候ハ、、兇のかし一一不仕、急度改、過金之儀者見付ケ
渡
候
者
方
江
出
さ
せ
Ⅲ
申
候
、
為
後
Ｈ
村
相
談
、
仏
如
件
＆
享保十八年丑一一一月
新
右
衛
門
印
（以下五三人連印略）
こ
こ
で
は
、
盗
み
に
つ
い
て
以
前
か
ら
村
方
に
お
い
て
諸
法
度
で
取
り
決
め
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
年
守
ら
れ
ず
み
だ
り
に
な
っ
て
き
て
い
る
実
態
を
改
善
す
る
た
め
に
、
以
下
の
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
川
畑
・
山
林
・
畑
境
に
て
木
を
切
っ
た
り
枝
を
折
っ
た
り
す
る
の
は
勿
論
、
下
草
場
で
も
盗
み
は
禁
じ
る
。
違
反
者
は
罰
金
一
分
を
払
い
、
も
し
も
そ
れ
が
延
滞
し
た
な
ら
ば
五
人
組
が
弁
済
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
違
反
者
を
見
つ
け
た
ら
決
し
て
見
逃
さ
ず
に
改
め
る
よ
う
に
し
、
見
つ
け
た
昔
は
違
反
者
が
支
払
っ
た
罰
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
規
定
に
よ
っ
て
村
内
の
盗
み
を
禁
じ
て
取
り
締
ま
り
、
住
民
の
生
産
活
動
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
村
共
同
体
が
住
民
の
生
活
保
障
の
た
め
に
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
違
反
者
か
ら
過
料
を
と
っ
て
お
り
、
村
が
盗
人
に
対
し
て
制
裁
を
九
五
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赤
塚
郷
六
か
村
は
地
域
ぐ
る
み
で
、
徳
丸
原
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
決
め
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
寛
延
一
一
年
（
一
七
四
九
）
三
月
、
寛
永
寺
領
四
シ
葉
村
の
芝
畑
検
地
に
際
し
て
、
六
か
村
の
名
主
・
年
寄
・
百
姓
代
（犯）
が
相
談
し
作
成
し
た
証
文
の
第
二
・
一
二
条
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
（２）一芝
畑
付
田
畑
・
全
戸
野
等
よ
り
芝
畑
江
切
添
立
出
堅
仕
間
敷
候
加
え
る
主
体
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
澤
登
寛
聡
氏
は
、
村
を
、
①
村
請
事
務
や
自
治
的
な
固
有
事
務
の
行
政
執
行
を
示
す
も
の
と
し
て
、
②
村
法
の
作
成
を
村
が
自
治
立
法
権
の
主
体
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
、
③
そ
し
て
共
同
体
制
裁
の
存
在
を
村
が
自
治
司
法
権
を
保
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
捉
え
た
。
そ
こ
で
氏
は
、
村
は
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
の
最
も
基
礎
的
な
自
治
体
で
あ
っ
た
と
（初）
位置づけられている。
氏
の
指
摘
を
も
と
に
す
る
と
、
村
内
に
お
け
る
盗
み
を
取
り
締
ま
る
た
め
に
、
村
が
主
体
的
に
作
成
し
た
こ
の
村
法
は
、
ｎ
治
立
法
権
を
示
す
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
村
法
の
違
反
者
に
対
し
て
制
裁
を
加
え
る
主
体
と
し
て
村
が
機
能
し
て
い
た
こ
と
は
、
村
の
自
治
司
法
権
の
存
在
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
史
料
は
、
村
が
村
内
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に
政
治
組
織
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
そ
し
て
、
村
の
政
治
組
織
と
し
て
の
働
き
は
「
下
草
・
葉
二
而
も
ぬ
す
み
苅
取
印
間
敷
候
」
と
あ
る
通
り
、
芝
原
に
も
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
徳
丸
原
の
秣
の
管
理
が
、
村
主
体
の
自
治
を
も
っ
て
図
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
法
政
史
学
第
六
十
号
３
赤
塚
郷
六
か
村
の
徳
丸
原
管
理
九
六
（３）一右
五
ケ
村
二
住
居
致
候
百
姓
・
水
呑
之
外
、
他
村
に
住
居
致
候
而
越
石
之
百
姓
一
切
株
か
ら
せ
申
間
敷
候
、
勿
論
縁
辺
成
共
他
付
之
者
江
秣
懸
等
一
切
為
取
申
間
敷
候
こ
こ
で
は
、
①
芝
畑
付
近
の
川
畑
や
芦
野
な
ど
か
ら
芝
畑
へ
の
切
添
え
の
禁止、②六か村に住む百性・水呑以外の者による秣採草の禁止が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
六
か
村
の
住
民
に
対
す
る
徳
丸
原
の
勝
手
な
開
発
の
禁
止
は
、
徳
丸
原
は
あ
く
ま
で
も
六
か
村
の
共
同
所
持
地
で
あ
り
、
六
か
村
の
地
域
住
民
で
利
用
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
念
を
示
し
て
い
る
。
徳
丸
原
は
、
個
々
の
地
域
住
民
が
私
の
土
地
と
し
て
、
開
発
・
使
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
のである。
ま
た
．
外
部
ｌ
他
地
域
他
村
Ｉ
に
対
す
る
秣
採
草
の
禁
止
は
．
幕
府
か
ら
得
た
徳
丸
原
Ⅱ
六
か
村
の
共
川
所
持
地
の
公
的
認
定
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
他
村
に
住
む
越
石
の
百
姓
、
お
よ
び
縁
者
で
あ
っ
て
も
、
他
村
の
者
な
ら
ば
採
草
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
徳
丸
原
の
秣
の
利
用
は
、
六
か
村
の
住
民
の
特
権
的
な
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
幕
府
と
の
契
約
で
得
た
徳
丸
原
と
い
う
土
地
は
、
六
か
村
の
共
同
所
持
地
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
た
め
の
土
地
で
あ
っ
た
。
私
の
土
地
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
ま
た
他
地
域
の
住
民
に
よ
る
利
用
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
も
、
地
域
住
民
の
秣
場
と
し
て
機
能
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域
の
取
り
決
め
は
、
六
か
村
が
地
域
ぐ
る
み
で
徳
丸
原
の
秩
序
の
維
持
を
図
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
｝う。
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元
禄
期
以
降
、
赤
塚
郷
六
か
村
は
芝
畑
年
貢
の
上
納
の
義
務
を
果
た
す
こ
と
で
、
徳
丸
原
を
此
何
所
持
地
と
し
て
利
川
す
る
権
利
が
保
障
さ
れ
た
。
し
か
し
享
保
改
革
期
に
な
る
と
、
幕
府
の
財
政
再
建
を
目
的
と
し
た
新
田
開
発
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
く
る
。
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
六
月
、
代
官
所
は
徳
丸
原
の
開
発
可
能
地
を
開
発
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
上
亦
塚
村
・
下
赤
塚
村
・
徳
丸
本
村
・
脇
村
・
西
台
村
の
名
主
と
年
寄
は
請
書
を
提
出
し
た
。
次
の
史
料
は
そ
（羽）
の一部である。
（
享
保
六
年
｝
は
け
田
領
五
ヶ
村
新
川
芝
畑
之
儀
、
去
丑
秋
占
御
高
御
除
キ
、
草
銭
計
一一被為仰付被下候様二度々御願申上候所一一、此度御吟味之上、
石
芝
畑
之
内
、
畑
二
茂
可
成
分
開
発
仕
候
様
、
被
仰
付
候
間
、
拙
者
共
内
見分仕相改候所一一、右書面之通り、五ケ村所々一一而五丁五反歩
開
発
可
仕
候
、
残
百
三
十
Ⅲ
丁
九
反
五
畝
九
歩
ハ
馬
草
場
二
巾
、
先
年
之
通
り
草
銭
計
御
上
納
仕
度
奉
願
上
候
、
然
共
畑
開
発
之
義
、
荒
川
端
堤
外
深
水
入
二
御
座
候
ヘ
ハ
、
拾
ヶ
年
二
壱
度
も
作
毛
取
可
申
哉
難
計
奉
存候、堤被仰付被下候様二奉願度候へ共、開発場所少々一一御座
候
故
、
御
願
難
申
上
奉
存
候
、
御
慈
悲
を
以
、
五
ヶ
村
惣
百
姓
助
二
罷
成
彼
下
候
ハ
心
候
様
二
被
為
仰
付
被
下
候
様
二
難
有
奉
存
候
、
以
上
息
ご
皇
ご
§
新
旧
芝
畑
に
つ
い
て
我
々
は
、
享
保
六
年
（
一
七
一
一
一
）
秋
か
ら
、
高
を
除
き
野
銭
で
の
上
納
を
度
々
願
い
出
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
度
、
徳
丸
原
に
お
い
て
畑
に
な
り
そ
う
な
土
地
を
開
発
す
る
よ
う
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
。
そ
こ
で
村
方
で
見
分
し
た
と
こ
ろ
五
丁
五
反
歩
は
開
発
が
可
能
で
あ
る
が
、
残
り
江
戸
時
代
前
・
中
期
の
入
会
地
と
地
域
秩
序
（
芳
杵
根
）
４
享
保
改
革
期
の
徳
丸
原
開
発
の
一
三
四
丁
余
り
は
開
発
が
不
可
能
で
あ
り
、
秣
場
と
し
て
先
年
の
よ
う
に
野
銭
で
上
納
し
た
い
。
ま
た
、
開
発
す
る
場
は
、
荒
川
端
の
堤
の
外
で
深
く
水
が
入
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
十
年
に
一
度
も
作
物
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
本
来
な
ら
堤
の
築
造
を
願
い
出
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
開
発
地
は
少
な
い
の
で
そ
れ
は
申
し
上
げ
に
く
い
こ
と
で
あ
る
と
代
官
所
に
訴
え
て
い
る。幕
府
の
新
田
開
発
の
要
請
を
受
け
て
五
か
村
の
村
役
人
は
、
開
発
の
容
認
地
を
五
丁
余
り
、
開
発
抓
祈
地
を
百
三
十
Ｊ
余
り
と
し
て
い
る
。
幕
府
に
対
し
て
あ
る
程
度
の
新
田
開
発
の
受
け
入
れ
姿
勢
は
示
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
形
ば
か
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
理
由
と
し
て
は
開
発
不
可
能
な
土
地
状
況
を
挙
げ
て
い
る
。
ど
う
し
て
も
土
地
を
開
発
す
る
と
い
う
な
ら
ば
、
堤
の
築
造
が
必
要
だ
と
も
し
て
い
る
。
ま
た
、
何
度
の
野
銭
上
納
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
れ
に
示
さ
れ
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
六
か
村
に
と
っ
て
徳
丸
原
を
利
用
す
る
に
際
し
て
の
年
貢
上
納
は
、
野
銭
上
納
よ
り
も
負
担
が
雨
か
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
元
禄
期
の
高
請
化
の
要
求
と
そ
れ
に
伴
う
年
貢
上
納
の
開
始
は
、
あ
く
ま
で
も
徳
丸
原
Ⅱ
六
か
村
の
共
同
所
持
地
の
権
利
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
一
享
保
六
年
）
こうした再度の野銭上納の要求は「去丑秋方御志向御除キ、草銭
計
二
被
為
仰
付
被
下
候
様
二
度
々
御
願
申
止
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
享
保
七
年
以
前
に
も
度
々
行
わ
れ
て
い
た
。
享
保
六
年
〈
一
七
二
一
）
一
一
月
、
上
赤
塚
村
・
下
亦
塚
村
・
徳
丸
本
村
・
脇
村
の
名
主
・
年
寄
が
代
官
伊
奈
半
左
衛
（㈹）
門に願書を提出しており、その第二条目と一二条目によれば以ｒの
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
九
し
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禄
元
年
辰
年
西
山
六
郎
兵
衛
様
御
支
配
之
節
、
御
改
被
遊
候
而
町
歩
見
積
り
を
以
書
付
差
出
シ
候
様
被
仰
付
候
二
付
、
則
拙
者
共
大
積
百
四
拾
町
歩
程
と
申
上
候
、
依
之
壱
反
二
永
弐
文
宛
二
芝
銭
上
納
被
仰
付
候
事
（
３
）
（
元
禄
五
年
）
一何五申年一一一拾年以前、細井九左衛門様御支配之節、町人
新
田
二
御
願
申
上
候
一
一
付
、
右
五
ケ
村
之
儀
者
下
板
橋
町
定
助
之
御
役
相
勤
候
一
一
付
、
此
場
所
二
は
な
れ
候
而
ハ
、
御
役
耕
作
仕
付
も
（非）
難
成
、
難
義
仕
候
二
付
、
無
是
悲
何
分
二
も
村
附
二
被
仰
付
被
下
候
（
兀
雑
丘
年
）
様奉願候処二、則由‐ノ年、細井九左衛門様御検地御入、新
田
芝
畑
御
高
御
結
、
上
芝
畑
壱
反
二
水
三
十
五
文
、
中
芝
畑
壱
反
二
弐拾五文、下芝畑壱反一一廿文、砂芝畑壱反一一五文、如此四
通り被仰付候、由‐年し○ロハ今迄御年貢上納仕候、此場所悪
場
故
、
前
々
御
見
捨
二
御
座
候
所
二
、
御
高
入
二
被
仰
付
難
儀
仕
〈卒保止ハ年）
候
、
別
而
当
年
之
儀
者
、
度
々
之
出
水
二
而
前
後
一
ハ
十
日
余
た
、
（享保六年）
へ由‐二付、秣肥一切取不由‐皆無仕候、依之●当年芝畑御年
貢
御
赦
免
被
遊
被
下
来
候
、
御
高
御
除
キ
、
何
分
一
一
も
御
慈
悲
を
以
、
芝
銭
計
被
仰
付
被
為
下
候
様
一
一
惣
百
姓
奉
願
上
候
、
以
上
第二条目、および一一一条目の始めには、徳丸原利用に際する野銭
上
納
の
開
始
と
町
人
に
よ
る
開
発
願
を
発
端
に
し
て
徳
丸
原
の
高
が
決
定
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
村
々
は
、
徳
丸
原
は
高
請
さ
れ
年
貢
を
上
納
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
地
は
士
地
柄
が
悪
い
た
め
に
百
姓
が
難
儀
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
享
保
六
年
は
度
々
川
が
氾
濫
し
二
ヶ
月
余
り
も
冠
水
、
秣
を
一
切
刈
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
芝
畑
高
請
地
の
免
除
、
お
よ
び
再
度
の
法
政
史
学
第
六
十
号
野
銭
の
上
納
を
願
い
出
て
い
る
。
始
め
の
野
銭
の
上
納
の
開
始
か
ら
徳
丸
原
の
高
請
化
ま
で
の
経
緯
は
、
六
か
村
と
幕
府
の
徳
丸
原
を
め
ぐ
る
契
約
成
立
ま
で
の
由
緒
で
あ
り
、
つ
ま
り
秩
序
形
成
の
過
程
で
あ
る
。
こ
れ
が
徳
丸
原
Ⅱ
六
か
村
の
共
同
所
持
地
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
と
し
て
作
用
し
た
。
そ
し
て
六
か
村
は
芝
畑
高
請
地
の
免
除
、
お
よ
び
再
度
の
野
銭
上
納
の
開
始
を
願
い
出
た
。
こ
の
願
い
は
困
窮
し
て
い
る
六
か
村
の
地
域
住
民
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
六
か
村
は
、
徳
丸
原
の
環
境
を
維
持
す
る
た
め
の
秩
序
１
１
義
務
を
果
た
し
た
う
え
で
徳
丸
原
の
利
用
の
権
利
を
得
る
ｌ
と
し
て
、
芝
畑
年
貢
上
納
の
義
務
を
果
た
し
て
き
た
。
し
か
し
六
か
村
の
地
域
住
民
に
と
っ
て
、
年
貢
上
納
と
い
う
行
為
は
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
享
保
六
年
に
六
か
村
は
よ
り
負
担
の
軽
い
野
銭
で
の
上
納
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
六
か
村
が
徳
丸
原
Ⅱ
六
か
村
の
共
同
所
持
地
の
権
利
を
保
持
し
た
う
え
で
行
っ
た
負
担
軽
減
運
動
で
あ
っ
た
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
徳
丸
原
を
め
ぐ
る
六
か
村
と
幕
府
の
契
約
成
立
ま
で
の
由
緒
を
記
し
、
徳
丸
原
Ⅱ
六
か
村
の
共
同
所
持
地
と
い
う
権
利
を
示
し
た
う
え
で
、
現
状
の
負
担
の
軽
減
を
願
い
出
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
徳
丸
原
利
用
の
権
利
を
支
え
て
い
た
の
は
村
の
支
配
の
末
端
組
織
と
し
て
の
働
き
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い。以
上
の
こ
と
か
ら
、
享
保
改
革
期
に
、
六
か
村
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
域
住
民
の
負
担
軽
減
を
図
る
働
き
を
み
せ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
村
の
村
請
事
務
の
働
き
が
あ
っ
て
こ
そ
成
し
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
六
か
村
の
秩
序
が
、
各
村
の
政
治
組
織
と
し
て
の
働
き
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
、
九
八
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赤
塚
郷
六
か
村
の
再
三
の
願
い
出
を
受
け
て
代
官
伊
奈
半
左
衛
門
忠
逵
は
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
三
川
、
勘
定
所
に
次
の
よ
う
な
伺
書
を
提
（机）
川
し
て
い
る
。〈峡）
一
刷
毛
川
領
村
々
芝
川
年
貢
之
儀
、
書
面
之
通
り
相
願
候
、
先
Ⅱ
Ⅱ
（分力）
六
日
拙
者
儀
彼
地
江
相
越
候
二
付
、
場
所
不
残
遂
見
□
吟
味
仕
候
所二芝地――て差置、馬草ニ致し仕候段紛無御座候、畢寛先
一下｝
年
江
戸
町
人
江
相
渡
り
候
而
ハ
馬
草
二
は
な
れ
耐
□
板
橋
江
助
郷
相
（非）
勤
候
二
難
儀
仕
候
二
付
、
無
是
悲
村
方
江
引
葬
覗
、
畠
年
貢
差
出
候
儀
一一御座候、只今迄壱歩之所茂開発者不仕候、依之此度先規
之通り高御捨、芝畑年貢御免被成、芝銭差出候様二相願申
候
所
、
芝
銭
先
年
西
山
六
郎
兵
衛
支
配
之
節
、
壱
反
二
付
永
弐
文
つ
、
申
付
候
得
共
、
此
度
高
御
捨
被
下
、
先
規
之
通
り
芝
銭
被
仰
付
候
得
ハ
莫
太
之
御
救
二
御
座
候
二
付
、
拙
者
了
簡
を
以
近
村
芝
（餓）
□
並
壱
反
二
水
袷
文
つ
、
来
寅
年
方
上
納
仕
候
様
二
可
Ⅲ
付
候
と
奉
存
候
、
如
何
可
被
仰
付
哉
奉
伺
候
、
以
上
こ
こ
で
伊
奈
半
左
衛
門
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
先
年
、
徳
丸
原
は
芝
畑
と
な
り
、
住
民
は
芝
畑
年
貢
を
納
め
て
き
た
が
、
開
発
は
今
ま
で
行
わ
れ
て
き
て
い
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
以
前
の
よ
う
に
高
外
地
に
し
て
芝
畑
年
貢
を
免
除
し
、
野
銭
上
納
に
し
て
は
ど
う
か
。
野
銭
は
西
山
六
郎
兵
衛
支
配
の
時
は
一
反
に
付
き
水
二
文
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
度
高
外
地
と
す
る
こ
と
そ
の
上
で
六
か
村
が
地
域
単
位
で
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
住
み
よ
い
空
間
を
構
築
す
る
た
め
に
働
い
た
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
前
・
中
期
の
入
会
地
と
地
域
秩
序
（
若
曽
根
）
５
伊
奈
半
左
衛
門
の
伺
書
本
稿
で
は
地
域
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ
を
自
治
の
視
点
か
ら
捉
え
て
き
た
。
以
下
に
簡
単
に
ま
と
め
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
第
一
節
で
は
、
赤
塚
郷
六
か
村
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
人
会
地
利
用
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
形
成
さ
れ
た
六
か
村
は
、
江
戸
時
代
以
前
は
赤
塚
郷
を
構
成
し
て
い
た
。
つ
ま
り
こ
の
六
か
村
は
、
郷
の
地
域
的
な
枠
組
み
を
、
徳
丸
原
の
秣
の
入
会
利
用
と
い
う
行
為
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
継
承
し
た
地
域
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
節
で
は
、
徳
丸
原
を
め
ぐ
る
六
か
村
の
慣
習
・
秩
序
を
示
し
た
。
徳
丸
原
の
利
川
の
形
態
は
、
赤
塚
郷
の
時
代
か
ら
元
禄
期
に
至
る
ま
で
変
化
し
な
か
っ
た
。
赤
塚
郷
の
地
域
住
民
が
、
悩
習
に
従
っ
て
自
由
に
秣
を
採
草
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
亦
塚
郷
の
地
域
住
民
は
、
徳
丸
原
は
赤
塚
郷
の
共
同
所
持
地
で
あ
り
、
秣
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
べ
き
土
地
・
環
境
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
も
っ
た
と
位
置
づ
け
た
。
し
か
し
、
自
由
な
秣
採
草
の
形
態
の
慣
習
は
、
元
禄
期
に
な
る
と
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
江
戸
町
人
の
開
発
運
動
の
活
発
化
と
い
う
経
済
社
会
の
自
体
大
き
な
救
い
な
の
で
、
拙
者
は
近
村
の
芝
銭
並
に
一
反
に
つ
き
一
○
文
の
上
納
と
し
た
い
と
考
え
る
。
こ
の
伺
書
は
、
先
の
六
か
村
の
願
い
出
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
氷
一
○
文
の
上
納
と
い
う
の
は
、
以
前
に
比
べ
れ
ば
五
倍
の
額
で
は
あ
る
も
の
の、地域住民にとっては年貢上納よりは負担の軽いものであった。
六
か
村
の
徳
丸
原
を
め
ぐ
る
秩
序
実
現
の
う
え
で
の
、
六
か
村
の
負
担
軽
減
の
訴
え
か
け
は
、
幕
府
政
策
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
九
九
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状
況
に
よ
っ
て
、
野
銭
上
納
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
地
域
住
民
に
、
義
務
を
果
た
せ
ば
徳
丸
原
の
利
用
の
権
利
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
識
を
芽
生
え
さ
せ
た
。
そ
の
意
識
は
享
保
期
に
至
っ
て
も
継
承
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
徳
丸
原
開
発
の
反
対
根
拠
を
支
え
る
深
部
に
位
置
づ
い
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
土
地
の
金
銭
的
価
値
に
着
目
し
た
江
戸
町
人
が
芝
原
の
開
発
を
願
い
出
た
。
そ
れ
に
対
し
六
か
村
は
、
野
銭
上
納
を
し
て
き
た
こ
と
を一つの根拠として反対を訴え、徳丸原の地域所持化をめざした。
地
域
住
民
に
と
っ
て
徳
丸
原
は
、
開
発
さ
れ
る
べ
き
土
地
で
は
な
く
、
秣
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
べ
き
土
地
で
あ
り
、
そ
の
環
境
こ
そ
が
地
域
住
民
に
と
っ
て
の
徳
丸
原
の
価
値
だ
っ
た
の
で
あ
る
、
つ
ま
り
こ
の
一
連
の
動
き
は
、
江
戸
町
人
と
六
か
村
の
地
域
住
民
の
芝
原
に
対
す
る
価
値
の
相
違
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
元
禄
期
の
九
か
村
の
開
発
反
対
の
動
き
は
、
地
域
住
民
に
よ
る
、
徳
丸
原
の
環
境
認
識
に
基
づ
い
た
、
環
境
維
持
の
運
動
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
六
か
村
の
環
境
維
持
運
動
を
も
と
に
し
て
、
元
禄
検
地
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
こ
で
六
か
村
は
、
年
貢
上
納
の
義
務
を
果
た
す
こ
と
で
徳
丸
原
を
共
同
所
持
地
と
す
る
権
利
を
得
る
と
い
う
契
約
を
幕
府
と
結
ん
だ
。
徳
丸
原
を
地
域
の
所
持
地
と
し
て
公
認
さ
れ
る
こ
と
は
、
徳
丸
原
の
環
境
維
持
の
た
め
の
前
提
条
件
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
地
域
は
環
境
維
持
の
た
め
に
、
秩
序
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
第
三
節
で
は
、
そ
の
秩
序
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
し
た
。
六
か
村
の
秩
序
は
、
義
務
を
果
た
し
て
権
利
を
得
る
と
い
う
契
約
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
義
務
を
担
っ
て
い
た
の
が
寛
文
・
延
宝
期
に
成
立
法
政
史
学
第
六
十
号
し
た
村
請
制
村
落
で
あ
っ
た
。
村
の
、
支
配
の
末
端
組
織
的
な
要
素
に
よ
っ
て
、
地
域
の
秩
序
の
深
部
が
支
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
村
の
自
治
的
側
面
の
働
き
は
、
徳
丸
原
の
秣
の
管
理
面
で
見
受
け
ら
れ
た
。
村
の
政
治
組
織
と
し
て
の
働
き
を
も
っ
て
、
徳
丸
原
の
秣
の
管
理
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
六
か
村
の
地
域
を
主
体
と
し
た
働
き
は
、
六
か
村
の
各
村
が
義
務
を
果
た
し
た
こ
と
を
前
提
条
件
と
し
て
実
現
さ
れ
た
。
徳
丸
原
の
土
地
の
秩
序
と
し
て
、
地
域
内
部
の
住
民
に
は
私
的
士
地
利
川
を
、
ま
た
地
域
外
部
の
者
に
対
し
て
は
秣
の
採
草
を
禁
じ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
徳
丸
原
を
地
域
の
所
持
地
と
し
て
維
持
し
た
上
で
、
六
か
村
の
地
域
は
、
住
民
の
暮
ら
し
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
の
働
き
も
み
せ
た
。
六
か
村
は
、
徳
丸
原
の
秩
序
を
形
成
し
た
う
え
で
、
地
域
住
民
の
住
み
や
す
い
空
間
を
構
築
す
る
働
き
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
赤
塚
郷
六
か
村
は
、
村
の
政
治
組
織
と
し
て
の
自
治
的
な
働
き
と
、
支
配
の
末
端
組
織
的
働
き
の
両
側
面
の
働
き
を
も
っ
て
、
徳
丸
原
の
環
境
維
持
の
た
め
の
秩
序
を
形
成
し
た
。
徳
丸
原
と
い
う
空
間
の
六
か
村
に
と
っ
て
あ
る
べ
き
環
境
を
、
六
か
村
の
地
域
住
民
が
認
識
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
地
域
住
民
が
主
体
的
に
秩
序
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
は
じ
め
に
筆
者
は
、
地
域
社
会
の
自
治
に
つ
い
て
、
「
地
域
社
会
の
有
す
る
自
治
を
、
地
域
内
の
一
定
の
空
間
に
つ
い
て
の
地
域
住
民
の
認
識
を
基
に
、
地
域
住
民
の
意
識
が
反
映
さ
れ
、
新
た
な
秩
序
が
主
体
的
に
形
成
さ
れ
て
い
く
状
態
に
見
出
さ
れ
る
」
と
定
義
し
た
。
つ
ま
り
、
徳
丸
原
Ⅱ
秣
場
と
し
て
の
環
境
で
あ
る
べ
き
と
い
う
地
域
住
民
の
認
識
を
基
に
し
た
、
地
域
の
徳
丸
原
を
め
ぐ
る
新
た
な
秩
序
の
形
成
・
維
持
は
、
地
域
主
体
の
自
治
で
あ
っ
た
一
○
○
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と
評
価
で
き
る
。
地
域
の
自
治
を
も
っ
て
、
徳
丸
原
の
地
域
住
民
に
と
っ
て
の
環
境
が
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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二
月
「
西
台
村
野
地
開
発
に
つ
き
願
書
写」（「安井家文書」「板橋区史」資料編３近世・恥一二八）。
（皿）元禄五年（一六九一一）三月「上赤塚村など八ケ村秣場開
発許可迷惑につき願書写し」（「安井家文書」「板橋区史」資
料編３近世・川一二九）。なお、原文では差出人が三段に記
載
。
本
書
で
は
紙
面
の
都
合
上
、
原
文
の
最
上
段
よ
り
各
段
右
端
か
ら左端の順で記載した。
（
翌
前
掲
註
（
７
）
根
葉
村
の
項
に
「
原
村
の
東
に
添
て
南
の
方
志
村
法
政
史
学
第
六
十
号
に
及
び
、
西
は
西
台
村
に
界
ひ
、
北
は
荒
川
に
邊
す
、
廣
さ
凡
東
西
一
里
南
北
二
十
丁
許
、
當
村
蓮
沼
二
村
入
會
の
持
な
り
」
と
あ
る
。
（
狐
）
前
掲
注
（
肥
）
に
同
じ
。
（
妬
）
「
郷
請
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
澤
登
寛
聡
先
生
よ
り
御
教
示
を
仰いだ。
（妬）享保十八年（一七一一一三）一一一Ⅱ「伐木・諸作荒し禁止など
徳丸本村相談取決につき一札」（「安井家文書」「板橋区史」
資料編３近世・恥三○六）。
（
Ⅳ
）
澤
登
寛
聡
「
割
元
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
ｌ
寛
文
・
元
禄
期
の
武
蔵
図
多
摩
郡
三
田
領
吉
野
家
の
直
轄
地
域
を
素
材
と
し
て
ｌ
」
（
「
法
政
史
学
」
第
五
四
号
二
○
○
○
年
）
。
（
犯
）
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
三
月
「
徳
丸
三
分
・
赤
塚
上
下
入
会
芝
畑のうち旧ッ葉村分検地につき証文写」（「安井家文書」「板
橋区史」資料編３近世・恥一三四）。
（
胡
）
享
保
七
年
（
’
七
二
二
）
六
月
「
峡
田
領
五
ケ
村
新
田
芝
畑
開
発
につき願書下書」（「安井家文書」「板橋区史」資料編３近世・
川一三三）。
（
側
）
享
保
六
年
（
一
七
一
一
一
）
十
一
月
「
赤
塚
上
下
・
徳
丸
三
分
五
ケ
村
入
会
芝
畑
高
入
御
免
願
写
」
今
安
井
家
文
書
」
『
板
橋
区
史
」
資
料
編３近世・恥一三一）。
（
ｕ
）
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
十
一
月
「
峡
田
領
村
々
芝
畑
年
貢
に
つ
き幕府代官伊奈半左衛門伺書写」（「安井家文書君板橋区史」
資料編３近世・川一一一一二）。
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